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Women in a Man's World: An analysis of Mishima Yukio's Kinjiki 
Kahyun LEE 
This paper investigates Mishima Yukio's novel Kinjiki (Forbidden Colors， 1951) focusing on the 
dominant nature of the women involved with the male protagonists Shunsuke and Yuichi. Despite 
his notorious miso幻TnyぅMishimaregularly depicted women that sharply contradict his own sexist 
view of women， making them a hitherto largely unexplored but essential part of his work. 1n fact， 
the prevalent contrast we can observe between the rather weak， forgettable men and the strong， 
independent women indicates that men themselves seem to willingly submit to women in his 
novels. As a case in point， we find that Ki勾'ikiciearly depicts how the men Shunsuke and Yuichi 
place themselves under the control of the women Yasuko， Mrs. Kaburagi， and Kyoko. Contrary to 
Mishima regarding women as subordinate to men， this paper emphasizes the presence of dominant 



































































































































































































































































































































































































































1 第一部(第 1 章~第 18 章に棺当)を『群像~ 1951年1--10月号に発表、同年 11月に『禁
色第一部』として新潮社より刊行された。第二部(第 19章~第33章に相当)を『文学界』
1952年8月---1953年8月号に発表、 1953年9月に『秘楽禁色第二部』として新潮社よ











2 1-r禁色」は廿代の線、決算J(初出『図書新開~ 1951年 12丹17日)、『三島由紀夫全集』
第25巻、新潮社、 1976年、 492-494頁。
3 例えば以下の論文等がある。山田有策「禁色一く精神>の敗北」、『密文学解釈と鑑賞』、
至文堂、 1976年2月号、 116由119頁。奥野健男げ禁色』 反世界の構築と破局」、『三島
由紀夫伝説』、新潮社、 1993年、 254-279頁。李恵、慶「三島由紀夫と「ホモソーシャルj
な欲望ージェンダー・パフォーマンスを中心としてj、『日語日文学研究』第38輯、韓国
日語日文学学会、 2001年、 233-252頁。井上隆史 iW禁色』論一「精神性」の喜劇と芸術
至上主義J、『三島由紀夫研究⑤三島由紀夫・禁色J、鼎書男、 2008年、 50-65頁。中尾和
奈「三島由紀夫『禁色』論一理想、と現実の対立J、『広島女学院大学大学院言語文化論叢』

























島由紀夫神の影法師』、新潮社、 1994年、 10ι112頁) r自己犠牲に目覚めたマリア的な
至高性j と、「康子の自己犠牲、淑徳、無償の愛JUさまざまな変容-1禁色J序説j、『三
島由紀夫論集 1三島由紀夫の時代』、勉誠出版、 2001年、 221-238頁)を指捕している。
18 W禁色』、 521頁。
19 r私の永遠の女性J (初出 f婦人公論~ 1966年8月号)、『三島由紀夫全集』第27巻、新
潮社、 1975年、 297頁。












27 例えば以下のとおりである。 高橋新太郎は (rw禁色』断章」、『国文学解釈と鑑賞』、
1992年9月号、 66-70頁) r悠ーは、鏑木夫人の母性的なるものによって救済されるJと
分析し、田中美代子は(Ii'三島由紀夫神の影法師』、新潮社、 1994年、 105-112頁) r献身
的な博愛に充ちた聖なる母像Jを、中元さおりは(i三島由紀夫「禁色Jにおけるくもう
一つの物語>一女たちの交錯の様相JW近代文学試論』、広島大学近代文学研究会、 2008
年 12月号、 51‘60頁) rエゴイズムに起因する夫人の母性j を指摘している。






33 山田有策 rw禁色』一く精神>の敗北JW国文学解釈と鑑賞』、 1976年2月号、 116-119頁。



























































山田有策 rw禁色』一く精神>の敗北JW国文学解釈と鑑賞』、至文堂、 1976年 2月号
f改訂広告j、『群像』、講談社、 1951年 11月号
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